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  46 佐々木 順 二 
表１ 1914（大正３）年の私立熊本盲啞技芸学校の歳入歳出予算 
 収     入 （単位：円）
熊 本 市 補 助 100.00 
証 券 利 子 1.20 
寄 付 320.00 
肥 後 盲 啞 保 護 会 寄 付 1200.00 
雑 収 入 50.00 
計 1671.20 
 支     出 （単位：円）
教 員 給 1320.00 
舎 監 使 丁 雑 給 132.00 
備 品 費 77.00 
消 耗 品 費 50.00 
通 信 、 運 搬 費 31.00 
印 刷 費 82.00 
裁 縫 材 料 費 15.00 
旅 費 20.00 
寄 宿 舎 賄 補 助 120.00 
借 家 料 192.00 
雑 費 15.00 
予 備 費 30.00 
計 2084.00 
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表２ 1915（大正４）年度熊本県慈恵救済資金歳入歳出予算議案 
 歳     入 （単位：円） 
項 原  案 決 議 額 
明 治 慈 恵 救 済 資 金 1,946 1,846 
大 正 慈 恵 救 済 資 金 3,200 3,000 
計 5,146 4,846 
 歳     出 （単位：円） 
慈 恵 救 済 資 金 5,146 4,846 
計 5,146 4,846 











































修 正 理 由 （ 上 田 議 員 が 説 明 ） 
① 盲啞学校事業の必要性は議論の余地はない。 
② しかし、この事業は慈恵的なものではなく教育的なものである。 































































































































































経 常 部 臨  時  部 
教 育 補 助 費 年  度 
教 育 費 
（内、盲啞学校補助費）
慈恵救済資金 
1911（明治44）年 312,034 10,250 － 未 
1912（大正元）年 312,355 11,250 － 未 
1913（大正２）年 319,804 12,934 － 未 
1914（大正３）年 336,404 17,020 － 未 
1915（大正４）年 352,838 16,020 － 4,846 
1916（大正５）年 351,819 16,478 (300) 5,246 
1917（大正６）年 371,558 19,997 (500) 未 
1918（大正７）年 379,316 21,181 (500) 未 
1919（大正８）年 442,811 22,177 (800) 未 
1920（大正９）年 586,303 24,577 (900) 未 
1921（大正10）年 932,193 28,677 (2,500) 未 
1922（大正11）年 1,086,503 55,409 (2,500) 未 
1923（大正12）年 1,430,695 86,472 (5,000) 9,579 
1924（大正13）年 1,570,453 101,817 (8,000) 10,720 
1925（大正14）年 1,560,579 96,439 (13,500) 13,365 
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